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間隔（行間）：1.3行
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２）　図や表を入れる
「図」とは、絵・イラスト・チャートなどを指す。写真やグラフも「図」として扱う（図１）。「表」とは、文字・数字・罫線だけで構成されたものを指す（表１）。
グラフを作図する際には、色を使い分けず、折れ線グラフの場合は破線や点線を、円グラフや棒グラフの場合は、グレースケール（白黒の濃淡）を使用するなど工夫する。また、グラフの縦軸・横軸のラベルや数値の単位など、必要な情報を明記する。[image: ]
図１　図題を入れる
（出典　〇〇、2024：00）

	表１　表題を入れる

	ここに表を挿入してください。
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